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研究成果の概要（和文）：本研究では、国際的に移動する中国人家族を調査し、子どもに対する

家庭の教育戦略を移動・適応過程との関わりからとらえなおし、またそうした過程において動

員した様々な資本の利用について調査・考察した。調査では首都圏に在住する中国人家族のほ

か、カナダに再移住した家族や中国に帰国した家族に対しても、追跡の面接調査を行った。そ

の結果、以下の三つの側面から示唆が得られた。①子どもに対する教育戦略は移住戦略、異文

化に対する適応過程においてとらえる必要があること、②異文化適応過程において家族関係、

家族の役割変化が起き、在日中国人の場合、特に母親の役割変容が家庭における教育に大きな

影響を与えること、③移住戦略は子どもの成長などの要因に従って変容し、またその実現に家

族が持つ社会的ネットワークに深く関係する。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research I examine the role of education in the family strategies of 
recent Chinese migrants in Japan, contributing to intellectual debates around transnationalism and 
the contemporary Chinese diaspora. Empirically, the research provides an insight into the changes 
of family structure. I also attempt to understand the particular role that family member play within. 
I emphasize the significance of different forms of capital in underpinning the spatial strategies of 
Chinese families. The research was conducted in Japan, Canada and China, involving in-depth 
interviews with Chinese workers and their families. In conclusion, I maintain that a theory of  
family role structure and its relationship to the family unit can help elucidate recent patterns of 
transnational mobility. 
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１．研究開始当初の背景 
 

移民の教育達成には、教育環境が強く影響
していることがアメリカなどで行われてい
る先行研究によって明らかになっている。こ
れまでは主にエスニック集団間の違いに着
目し、その現象が説明されてきた。だが、そ
うした研究はエスニック集団の文化的均質
性を強調したものであり、エスニック集団内
にある多様性を無視している側面があり、課
題が残されていると考える。 
平成 18 年現在(研究開始当初)、在日中国人

は 60 万人を超え、技術・専門職に就く者も
いれば、実質単純労働に従事している者もい
るように、集団内部の多様化が進んでいる。
子どもを取り巻く教育環境は、異なる移住過
程を経て来日・定住した各中国人家庭におい
て、大きな違いを見せることも当然のことで
あろう。本研究は、「家族の教育戦略構築」、
そのための「教育資源(人的、社会的、文化的
資本)の動員過程」をキーワードとし、各社会
階層に分化した中国人家族の内部に踏み込
み、子どもたちを取り巻く家庭、社会環境を
調査・分析することで、異なるサブグループ
に属する在日中国人の子どもが抱える教育
的課題を総合的に比較・検討し、これを元に
教育社会学の理論の構成を目指すものであ
る。 
 
２．研究の目的 

(1) 移住過程から家庭の教育戦略構築を捉
える。 

日本人の一般家庭に比べ、移住家族は子ど
もの教育に対して明確なビジョンを持つも
のが多い。なぜなら、移住家族では、来日か
ら在日に至るまでのプロセスの中で、なにが
メリットでなにがデメリットかが、常に検討
される問題であり、そうした中で子どもの教
育の位置づけが明確化しやすいからである。
例えば、出稼ぎを主な目的とする移住者は夫
婦とも働きに出ることが多く、子どもの教育
がその目的に従属することが多い。一方、自
己実現を求める移住者は、移住先での社会的
上昇が主たる目的となるため、子どもの教育
に対する期待が自ずと高い。本研究では、ま
ず個々の家族が来日から定住にいたるまで
のライフヒストリを調査し、その過程に形成
される教育戦略の位置づけと実態について
分析したい。 

(2) 教育資源とその動員過程について考察
する。 

中国人の親は子どもの教育に対して関心が
概して高い。だが、その意識が戦略となって
具現していく過程において、問われるのは教
育資源である。本研究では、家族が持つ人的、
社会的、経済的資本が元となり、家族間、特
に親子間で行われる様々なコミュニケーシ
ョンシステムを通して子どもの教育に影響
を及ぼすものを「教育資源」という。調査で
は、家族が持つ(獲得する)教育資源の実態、
またその動員過程について考察していく。 
(3)エスニック集団内部の社会階層と教育と
の関係について分析する。 

本研究では、調査対象を従来の調査対象で
ある「経営者」、「技術者」から、留学生、一
般事務職、中華料理のコックなどの「技能者」
に広げ、個人的属性による分類に加え、居住
地域の要素を考慮に入れながら、社会階層に
よる教育戦略構築、教育資源とその動員過程
の異同を比較検討し、それぞれのサブグルー
プが抱える教育問題の実態を明らかにした
い。 
 
３．研究の方法 
 
研究当初では、質問紙調査と面接調査を併

用する計画を立てた。だが、家族関係などの
項目を設けた予備調査では、回答者が拒否反
応を示したため、量的調査を断念し、追跡の
面接調査に切り替えた。 

3 年間の間に、計 36 の家族、49 人に対し
て面接調査を行った。調査は半構造面接法の
形をとり、親に限らずできる限り子どもも含
め複数の家族メンバーに対して行うことに
した。調査内容は①移動経緯と理由、②移動
過程の適応、③社会的ネットワーク、④家族
関係の変化、⑤子どもの教育に対する意識、
⑥家庭における中国語教育の実態と考え方、
⑦日本の学校に対する見方、⑧将来の計画ま
たは帰国に対する考え方という八つの部分
から質問を用意し、調査対象者に自由に語っ
てもらう形をとった。 
調査では一部の家庭では親と子に分けて

個別に行った。また調査は可能な限り家を訪
問する機会を設けてもらうことにした。使用
言語は話し手が得意とする言語にしている
のだが、概して親は中国語、子は日本語がメ
インとなっていた。 
 
 
 
 



４．研究成果 
 [成果]本研究の成果は主に次の三つある。 
 (1)移住と教育との関係 
 子どもの教育に対する家庭の戦略は、親の
移住動機・意識によるところが大きいと先行
研究は示唆しているが、本研究ではそれを検
証することから始めた。その結果、移住及び
異文化社会に適応に対する親の意識が家庭
における教育活動と深く関係することがあ
る一方、教育戦略の実現には親子間の相互作
用によってなされ、子の成長によって家族の
移住「物語」が作られることが多い。家庭の
教育戦略を語るに際しては、変化するという
動的な視点と、家族関係の変容に注目する必
要がある。 
 (2)家族関係の変容 
 異文化社会に移住することで、各家庭にお
いては家族関係、家族の役割構造に変化が見
られた。在日中国人の場合、主に女性の妻と
して、母親としての役割構造及びその意識に
変化が見られた。 
中国人家庭において「男が外、女は内」と

いう「日本」型の勢力構造が葛藤の中で成立
していくのだが、その中で子どもの教育は主
に女性の担うものとして確立していく。また
日本における女性の就労がより困難な状況
にあって、女性と子どもが日本から離れるケ
ースが増えている。 

(3)家庭の教育戦略における資源の利用 
子どもの中国語教育、日本の学校への適応

や進学などの面において、親が持つ経済的、
人的、社会的資源が利用される。 
在日中国人の場合、親、特に母親の日本語

能力、日本での就労経験の有無、中国や第三
国に知り合いの有無などの属性的な要素は
情報の獲得能力に大きく影響し、移住や帰国
などの移動活動に大きく影響する。 
  

[研究意義]日本における外国人子女の研究
では、家庭の教育戦略を単に親の教育に対す
る関心・態度が焦点であった（志水他、『ニ
ューカマーと教育』、明石書房、2001 年）。そ
の他の先行研究では、移動・適応過程におけ
る家族関係についての言及はあったものの
（広田康生、『エスニシティと都市』、東信堂、
1996）、追跡調査などの方式で実証的に検討
したものがなかった。 
 本研究は、家族の教育戦略形成に対する研
究に家族社会学の視点を持ち込み、家族関係、
家族の役割構造、勢力構造の概念を用いて移
動・適応過程における移住者の教育戦略の変
化をとらえようとするところに新しい視点
があった。 
 
 [今後の展望]本研究は長い期間にわたって、
中国人の国際移動家族に対する質的な調査
を行い、大量のデータを蓄積したが、これら

のデータを分析する枠組みを構築している
途中にある。 終年度では、仮説的なモデル
を用いて分析した研究成果を、学会の口頭発
表や論文形式で発表していくはずであった
が、震災の影響で学会誌投稿や研究発表を逸
することになった。今後は逐一整理して公表
していく予定である。  
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